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教　員　人　材　銀　行
　拡充サービスについ注意点

・人材銀行ＨＰの専

用フォームに求人情

報及び検索条件を

入力・送信

※専用フォームに

条件を入力するた

めには、別途パス

ワード入力を要する

・人材銀行から依頼

条件を満たした候補

者ファイルを、メール

（事前登録済みアドレ

ス）で受信

※候補者ファイルを

開封するためには、

別途パスワード入力

現在のサービス
※拡充サービス開始後も継続します。

拡充サービス

人材銀行から

検索結果受信
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拡充サービスを利用することで、上記①～④の負担が

解消されます！

教員人材銀行

人材銀行職員が

候補者を代理検索

Ｈ30年3月末まで

・（旧）教員人材銀行登録書の提出

・履歴書の提出

・教員免許の原本もしくコピーの確認

講師登録希望者（求職者）

人材銀行登録手続き（Ｈ30年4月1日～）

必要書類を教員人材銀行へ持参もしくは郵送

・（新）教員人材銀行登録書の提出のみ

人材銀行へ

利用申請書提

・人材銀行ＨＰより利

用申請書をダウンロー

ド

・必要事項を記載後、

人材銀行へ郵送また

は持参で提出

※提出後、パスワード

が記載されたメールを

受信する

・メールもしくは窓口で求人番号を取得してください。1人（採用）につき1つ

の番号を取得してください。同じ教科で複数名の場合は人数分の求人番

号が必要です。

・教科の変更や採用決定後には、再度求人番号の取得が必要です。

・私立学校の場合は教育関係職員録が作成されるまでは、利用申請書と

ともに、在職証明書（任意様式）が必要です。

資料１


